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日
本
証
券
経
済
研
究
所
の
若
園
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
、「
米
国
に
お
け
る
気
候
変
動
リ
ス
ク
情
報
の
開

示
規
制
：
混
迷
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
決
め
た
の
は
二
カ

月
前
で
す
。
タ
イ
ト
ル
の
最
後
に
「
混
迷
」
を
つ
け
た
の

で
す
が
、
二
カ
月
前
に
は
想
像
し
な
か
っ
た
ぐ
ら
い
、
さ

ら
に
混
迷
が
深
ま
っ
て
、
何
が
何
だ
か
よ
く
わ
か
ら
な
い

よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
二
つ
の
問
題
に
分
け
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
つ
は
、
気
候
変
動
リ
ス
ク
を
新
た
に
証
券
規
制
と
し

て
加
え
て
い
く
。
つ
ま
り
は
、
新
し
い
領
域
へ
開
示
規
制

を
適
用
す
る
と
き
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
て
く
る
の

か
、
も
し
く
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
ど
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む

べ
き
か
と
い
う
問
題
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
政
治
的
な
対

立
が
非
常
に
深
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
証
券
規

制
に
も
持
ち
込
ま
れ
て
く
る
問
題
で
す
。
こ
の
二
つ
が
相

ま
っ
て
、
今
、
非
常
に
混
迷
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。一

、
バ
イ
デ
ン
政
権
と
気
候
変
動

　

ま
ず
、
企
業
の
持
続
的
な
経
営
を
三
つ
の
要
素
で
は
か

米�

国
に
お
け
る
気
候
変
動
リ
ス
ク
情
報
の

開
示
規
制
：
混
迷

若　

園　

智　

明
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る
の
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
で
す
。
経
済
学
者
か
ら
見
る
と
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ

と
い
う
の
は
非
常
に
あ
や
ふ
や
な
言
葉
で
、
非
常
に
幅
広

い
分
野
を
指
す
言
葉
で
す
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
中
で
も
、
気
候

変
動
、
人
的
資
本
の
二
つ
は
、
比
較
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
の
話
が
な
ぜ
国
際
的
に
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
て
い
る
か
と
い
う
と
、
弊
害
が
非
常
に
多
く
出
て
い
る

か
ら
で
す
。
例
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
、

海
水
面
の
上
昇
、
地
盤
沈
下
の
二
つ
か
ら
、
今
、
首
都
移

転
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

も
、
今
回
の
規
制
に
強
く
反
対
し
て
い
る
フ
ロ
リ
ダ
州

は
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
、
二
○
二
一
年
六
月
、
金
融
庁
の
審
議
会
の

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
報
告

書
の
中
で
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
・
温
暖
化

ガ
ス
）
のScope1

と
２
の
排
出
量
の
開
示
が
努
力
目
標

と
し
て
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
二
○
二
一
年
の
改
訂
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
補
充
原
則
二

－

三
で

取
締
役
会
の
取
り
組
み
と
し
て
記
さ
れ
、
三

－

一
に
お
い

て
は
、
プ
ラ
イ
ム
上
場
会
社
に
対
し
て
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
（
気

候
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）
又
は
同
等
の

枠
組
み
に
基
づ
く
気
候
変
動
リ
ス
ク
が
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
、
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
、
開
示
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
で
も
、
気
候
変
動
は
証
券
規
制
の
中

に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に

捉
え
て
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
を
見
る
と
、
決
し
て

当
た
り
前
の
世
界
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
筋
縄
で
は

い
か
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　

二
○
二
一
年
一
月
に
大
統
領
に
就
任
し
た
ジ
ョ
セ
フ
・

バ
イ
デ
ン
は
、
就
任
直
後
に
ア
メ
リ
カ
の
パ
リ
協
定
へ
の

復
帰
を
表
明
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
が
パ
リ
協
定
に
加
盟

し
た
の
は
オ
バ
マ
の
と
き
で
す
が
、
前
大
統
領
の
ト
ラ
ン

プ
は
、
オ
バ
マ
は
連
邦
議
会
の
審
議
を
経
ず
に
勝
手
に
加
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盟
し
た
の
だ
と
言
っ
て
、
二
○
二
○
年
一
一
月
四
日
を

も
っ
て
ア
メ
リ
カ
は
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
す
る
と
宣
言
し

て
い
ま
し
た
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
同
年
四
月
に
は
気
候
リ
ー
ダ
ー

ズ
サ
ミ
ッ
ト
を
主
催
し
て
い
ま
す
し
、
同
年
一
一
月
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
二
一
に
お
い
て
、
二
○
三
○
年
ま
で
に
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

量
を
二
○
○
五
年
比
で
半
減
さ
せ
る
と
宣
言
し
て
い
ま

す
。

　

同
時
期
に
日
本
で
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
削
減
目
標

を
、
そ
れ
ま
で
の
二
六
％
か
ら
四
六
％
に
引
き
上
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
四
月
に
札
幌
で
行
わ
れ
た
Ｇ
７
の
気

候
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
相
会
合
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
お
い

て
も
、
気
温
上
昇
を
一
・
五
度
に
お
さ
め
る
た
め
に
は
、

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
を
二
○
三
五
年
ま
で
に
二
○
一
九
年
比
で

六
○
％
削
減
す
る
緊
急
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
半
減
で
は
と
て
も
足
り
な
い
。
国
際
的
に
見

て
も
、
特
に
気
候
変
動
に
絡
め
て
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
削

減
は
、
各
国
共
通
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
バ
イ
デ
ン
は
、
就
任
し
た
五
月
に
発
令
し
た
大

統
領
令
に
、
政
府
方
針
と
し
て
、「
一
貫
性
が
あ
り
比
較

可
能
な
形
式
を
用
い
た
気
候
に
関
連
す
る
金
融
リ
ス
ク
の

開
示
を
促
進
す
る
」
と
の
文
言
を
入
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
財
務
省
等
は
大
統
領
令
の
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
Ｓ

Ｅ
Ｃ
は
通
常
は
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
連
邦
議
会
か
ら
一
定
の
独
立

性
が
保
た
れ
て
い
る
独
立
規
制
行
政
庁
で
、
大
統
領
府
か

ら
の
干
渉
も
あ
る
程
度
抑
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
（
金
融
安
定
監
督
協
議
会
）
は
、
二
○
一
○

年
の
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
で
入
っ
た
会
議
体
で
、
財
務

長
官
が
議
長
と
な
り
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
委
員
長
や
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
議

長
、
商
品
先
物
の
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
委
員
長
等
が
入
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
Ｆ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
に
対
し
て
、
大
統
領
令
は
、
気
候
変

動
が
金
融
シ
ス
テ
ム
に
及
ぼ
す
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
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に
必
要
な
施
策
の
提
言
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
は
、
こ
の
大
統
領
令
に
応
じ
て
、
二
○
二
一

年
一
○
月
に
「Report�on�Clim

ate�-Related�Finan-

cial�Risk
」
を
提
出
し
、
こ
の
報
告
書
で
「
気
候
関
連
リ

ス
ク
の
開
示
と
そ
れ
を
管
理
す
る
計
画
を
開
示
す
る
こ
と

で
、
投
資
家
と
市
場
参
加
者
が
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
意

思
決
定
に
含
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
金
融
シ
ス
テ
ム

の
信
頼
性
の
促
進
の
手
助
け
と
な
る
」
云
々
と
述
べ
て
い

ま
す
。

　

同
時
に
Ｆ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
は
、
気
候
関
連
を
対
象
に
し
た
新
た

な
会
議
体
を
二
○
二
一
年
一
二
月
に
、
気
候
関
連
の
リ
ス

ク
調
査
を
担
う
委
員
会
を
二
○
二
二
年
一
二
月
に
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
現
状
で
は
こ
の
二
つ
の
会
議
体
や

委
員
会
が
ど
の
よ
う
に
稼
働
し
て
い
る
か
は
不
明
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
八
月
に
は
、
バ
イ
デ
ン
肝
い
り
の
、
総
額

四
九
九
○
億
ド
ル
と
い
う
巨
額
の
歳
出
を
伴
う
イ
ン
フ
レ

抑
制
法
を
成
立
さ
せ
、
こ
の
中
の
約
八
割
（
三
九
○
○
億

ド
ル
・
約
五
三
兆
円
）
が
気
候
変
動
対
策
に
用
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ア
メ
リ
カ
は
債
務
上
限
で
す
っ
た
も
ん
だ
し
て

い
ま
す
。
共
和
党
は
、
債
務
上
限
に
合
意
す
る
か
わ
り

に
、
特
に
気
候
変
動
対
策
に
対
す
る
歳
出
を
大
幅
に
削
減

し
ろ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
、
今
後
ど
う
な
る
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
も
政
治
対
立
の
火
種
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
一
九
三
三
年
証
券
法
と
か
、

一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
、
一
九
四
○
年
の
投
資
顧
問

法
、
投
資
会
社
法
等
、
連
邦
証
券
諸
法
を
根
拠
法
と
す
る

独
立
規
制
行
政
庁
で
す
。
そ
の
使
命
と
し
て
、
投
資
者
保

護
、
公
正
で
秩
序
あ
る
効
率
的
な
市
場
の
維
持
、
資
本
形

成
の
促
進
の
三
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
使
命

は
、
歴
代
の
ど
の
委
員
長
に
お
い
て
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
で
も
投
資
者
保
護
を
第
一
と
し
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ

の
規
制
・
規
則
等
の
運
用
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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た
だ
、
独
立
と
い
っ
て
も
、
そ
の
組
織
の
頂
点
に
立
つ

委
員
会
は
五
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
委
員
会
が
多

数
決
を
も
っ
て
最
終
的
に
規
則
や
規
制
の
採
択
を
行
い
ま

す
が
、
彼
ら
五
人
は
大
統
領
の
指
名
、
上
院
の
助
言
と
同

意
を
も
っ
て
就
任
し
ま
す
か
ら
、
委
員
自
体
は
政
治
色
を

帯
び
て
い
ま
す
。
バ
イ
デ
ン
は
民
主
党
で
す
か
ら
、
五
人

の
委
員
の
う
ち
の
委
員
長
を
含
め
た
三
人
の
委
員
は
民
主

党
で
、
二
人
の
委
員
は
共
和
党
で
す
。
大
統
領
が
共
和
党

に
な
れ
ば
も
ち
ろ
ん
委
員
長
は
交
代
し
、
三
人
が
共
和

党
、
二
人
が
民
主
党
に
な
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
こ
の
委
員
会
を
ト
ッ
プ
に
し
て
、
六
つ
の

局
と
二
五
の
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
算
請
求
の

数
字
で
予
測
す
る
と
、
二
○
二
四
年
度
の
正
規
職
員
五
四

七
五
人
、
年
間
予
算
二
五
億
ド
ル
（
約
三
五
○
○
億
円
）

と
な
り
、
連
邦
最
大
規
模
の
行
政
機
関
で
す
。
日
本
の
金

融
庁
と
比
べ
る
と
、
職
員
数
で
三
倍
以
上
、
予
算
面
で
十

数
倍
で
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
一
九
七
一
年
の
解
釈
リ
リ
ー
ス
あ
た
り
か

ら
、
規
則
・
規
制
等
に
お
い
て
環
境
関
係
を
進
め
て
き
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
は
環
境
法
に
企
業
が
従
う
、
も
し
く
は

環
境
法
に
企
業
が
違
反
し
た
場
合
の
罰
金
等
の
扱
い
で
す

か
ら
、
実
は
環
境
に
関
す
る
規
制
作
成
は
、
今
回
が
実
質

初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｏ
（
政
府
説
明
責
任
局
）
は
、
連
邦
議
会
の
要
請

に
従
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
行
う
政
府
機
関
で
す
。
Ｇ

Ａ
Ｏ
が
二
○
○
四
年
に
出
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
見
る
と
、
二

○
○
四
年
時
点
で
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
要
求
す
る
環
境
情
報
の
項
目

は
非
常
に
不
明
瞭
で
あ
り
、
ま
た
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
と
専
門
行
政

機
関
で
あ
る
環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
と
の
協
調
は
限
定

的
で
あ
る
と
い
う
報
告
が
出
て
い
ま
す
。

　

二
○
○
四
年
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要
な
年
で
、
パ
リ

協
定
の
前
身
で
あ
る
京
都
議
定
書
を
ロ
シ
ア
が
批
准
し
た

の
が
二
○
○
四
年
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
パ
リ
協
定
の
発

効
が
可
能
に
な
り
、
翌
年
の
二
○
○
五
年
二
月
か
ら
パ
リ
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協
定
は
実
際
に
ワ
ー
ク
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
中
央
銀
行
元
総
裁
の
経
済
学
者
ラ
グ
ラ
ム
・
ラ

ジ
ャ
ン
（
シ
カ
ゴ
大
学
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
九
○
年
代

初
め
ご
ろ
か
ら
大
手
企
業
の
経
営
者
は
「
株
主
へ
の
手

紙
」
で
気
候
変
動
に
言
及
し
始
め
ま
し
た
が
、
二
○
○
四

年
、
ロ
シ
ア
が
パ
リ
協
定
を
批
准
し
た
あ
た
り
か
ら
、
そ

の
度
合
い
が
多
く
な
り
、
以
降
、
企
業
の
経
営
側
も
、
気

候
変
動
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
あ
わ
せ
て
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
二
○
一
○
年
に
初
め
て
気
候
変
動
に
関
連
す
る

開
示
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
出
し
、Regulation�S-K

（
非
財
務
情
報
を
扱
う
規
制
）
の
中
の
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
（
経
営

者
に
よ
る
財
政
状
態
お
よ
び
経
営
成
績
の
検
討
と
分
析
）

の
対
象
に
気
候
変
動
を
追
加
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
こ
の

時
点
で
複
数
の
大
手
企
業
は
気
候
変
動
に
関
す
る
情
報
を

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
で
出
し
て
い
ま
す
が
、
初
め
て
法
定
開
示

と
し
て
気
候
変
動
を
含
め
る
よ
う
に
と
い
う
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
通

達
で
す
。

　

し
か
し
、
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
に
は
、
財
務
内
容
の
説
明
等
が
書

い
て
あ
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
過
去
に
遡
っ
て
、
例
え
ば
大

手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
を
見
る

と
、
二
○
一
○
年
以
降
、
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
の
中
に
確
か
に

「Clim
ate

」
と
い
う
言
葉
は
入
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん

ど
何
も
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
法
定
開
示
の
と
こ

ろ
で
は
ほ
と
ん
ど
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
態
が

続
い
て
い
ま
し
た
。

　

だ
ん
だ
ん
動
い
て
き
た
の
は
二
○
一
六
年
か
ら
二
○
二

一
年
に
か
け
て
で
す
。
二
〇
一
六
年
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
制
行

動
の
方
針
を
示
す
コ
ン
セ
プ
ト
リ
リ
ー
ス
、
バ
イ
デ
ン
政

権
に
か
わ
っ
て
二
〇
二
一
年
三
月
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
発
行

体
、
市
場
参
加
者
に
対
し
て
、
気
候
変
動
絡
み
の
意
見
聴

取
を
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
二
○
二
○
年
八
月
に
非
財

務
情
報
（Regulation�S-K

）
の
修
正
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
時
点
で
は
気
候
変
動
絡
み
の
話
は
全
く
入
っ
て
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い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
○
二
一
年
三
月
の
意
見
聴
取
を

経
て
、
二
○
二
二
年
三
月
に
気
候
変
動
リ
ス
ク
情
報
開
示

が
規
則
提
案
さ
れ
た
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
提
案
規
則

　

二
○
二
一
年
九
月
の
上
院
の
銀
行
・
住
宅
・
都
市
問
題

委
員
会
に
お
い
て
、
こ
の
年
の
四
月
に
就
任
し
た
ゲ
ン
ス

ラ
ー
Ｓ
Ｅ
Ｃ
委
員
長
は
、「
今
日
の
投
資
家
は
、
気
候
変

動
リ
ス
ク
、
人
的
資
源
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
、
一
貫
性
が
あ
り
、
比
較
可
能
で
、
意
思
決
定
に
有

用
な
開
示
を
求
め
て
い
る
」
と
証
言
し
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
ス

タ
ッ
フ
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
則
化
に
つ
い
て
検
討
す

る
よ
う
に
要
請
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
二
○
二
○
年
八

月
に
人
的
資
本
の
開
示
を
最
終
規
則
と
し
て
入
れ
て
い
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
具
体
的
な
項
目
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
も
っ
と
厳
格
化
さ
せ
る
と
い
う
の
が
ゲ
ン

ス
ラ
ー
委
員
長
の
発
言
で
す
。

　

そ
れ
に
従
っ
て
、
去
年
三
月
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
投
資
家
に

対
す
る
気
候
関
連
の
開
示
、
そ
の
促
進
と
標
準
化
に
対
す

る
提
案
規
則
を
採
択
し
て
い
ま
す
。
当
時
五
人
の
委
員
の

う
ち
、
共
和
党
の
一
人
が
空
席
で
、
民
主
党
系
三
、
共
和

党
系
一
の
三
対
一
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

規
則
の
内
容
は
、
気
候
変
動
に
関
連
す
る
リ
ス
ク
と
機

会
を
特
定
し
て
開
示
す
る
試
み
で
す
。
二
○
一
○
年
の
解

釈
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
加
え
ら
れ
た
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
で
の
記
述
の
内

容
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
詳
細
な
、
本
格
的
な
規
制

が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
規
則
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
登
録
さ
れ
た
発
行
体
に
対
し

て
、
年
次
報
告
書
や
証
券
の
登
録
届
出
書
な
ど
の
非
財
務

情
報
・
財
務
情
報
に
お
い
て
気
候
変
動
リ
ス
ク
に
関
す
る

追
加
開
示
を
求
め
て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
発
行
体
は
、

上
場
企
業
を
主
に
し
て
、
例
え
ば
株
主
数
等
を
基
準
に
し

て
大
規
模
な
未
公
開
会
社
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
日
本
企
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業
も
多
分
一
○
社
ぐ
ら
い
が
対
象
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
米
企
業
の
み
な
ら
ず
、
外
国
企
業
に
対
し
て
も
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

提
案
規
則
の
内
容
を
七
つ
に
ま
と
め
て
い
ま
す
（
図
表

１
）。
一
か
ら
六
ま
で
が
非
財
務
情
報
、
七
が
財
務
情
報

で
す
。
現
在
で
も
、
財
務
情
報
に
重
要
な
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
情
報
開
示
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
一

九
三
三
年
証
券
法
に
は
、
募
集
や
売
付
の
と
き
に
提
出
さ

れ
る
登
録
届
出
書
に
対
し
て
はRule408

と
い
う
規
則
が

あ
り
、
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
に
は
、
継
続
開
示
に

つ
い
てRule12b-20

と
い
う
規
則
が
あ
り
ま
す
。
両
方

と
も
「A

dditional�Inform
ation

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
発
行
体
は
重
要
な
情
報
が
生
じ
た

場
合
に
は
速
や
か
に
こ
れ
を
開
示
す
る
義
務
を
負
う
と
い

う
規
則
で
す
。

　

実
は
気
候
変
動
か
ら
生
じ
る
重
要
な
事
項
は
こ
れ
ま
で

も
規
則
の
対
象
に
な
る
の
で
す
が
、
今
回
の
提
案
規
則

図表１�　SECが追加的に求める気候変動リスク関連の情報開示（提案規則）
1. 気候関連リスクの取締役会およびマネジメントによる監視とガバナンス。
2. 気候変動リスクがビジネスモデルや戦略、財務や将来見通しに与える影響。
3. 気候関連リスクを特定、評価、管理するためのプロセス。
4. GHG排出量の開示（Scope1とScope2）
一定の条件を満たす発行体は第三者保証が求められる。

5. GHG排出量（Scope3）が重要である場合、またはScope3を含む排出量の目標等を
設定している場合は、Scope3の排出量を開示。

6. 気候変動に関連するターゲットとゴールを設定している場合、その内容の説明。
7. 気候関連の事象（悪天候や物理的リスクなど）およびトランジション活動に関する
財務的影響や支出等の開示

（注１）�　１から６が非財務情報、７の財務情報は財務諸表の注記で開示。
（注２）�　財務的インパクトは会計年度毎に連結ベースで計算され、表示科目の１％

を閾値とする。
（注３）　第三者保証が求められるのは、大規模早期提出会社と早期提出会社のみ。
（注４）　小規模報告会社には Scope3の開示は要求されない。
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は
、
包
括
的
な
規
則
か
ら
独
立
さ
せ
て
、
新
た
に
気
候
変

動
に
か
か
る
規
則
を
つ
く
る
試
み
で
す
。

　

リ
ス
ク
の
管
理
や
評
価
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
な
ど
は
、

従
来
の
情
報
開
示
と
も
親
和
的
で
す
。

　

一
方
で
、
例
え
ば
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
開
示
と
か
、
そ
れ

に
対
す
る
第
三
者
保
証
の
要
求
と
か
、
気
候
変
動
が
及
ぼ

す
財
務
的
影
響
の
財
務
諸
表
の
注
記
に
お
け
る
記
載
要
求

な
ど
は
、
従
来
求
め
ら
れ
て
き
た
気
候
変
動
の
開
示
と
は

要
求
さ
れ
る
情
報
の
水
準
が
明
ら
か
に
異
な
り
ま
す
。
今

回
の
提
案
は
、
実
質
的
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
新
た
な
領
域
に
対
し

て
開
示
規
制
を
課
す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
に
関
し
て
、Scope1

は
自
社
が
排
出

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
で
す
。
２
、
３
に
な
る
に
従
っ
て
、

だ
ん
だ
ん
複
雑
に
な
っ
て
き
ま
す
。
日
本
で
はScope1

と
２
ま
で
が
開
示
の
努
力
目
標
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
は
、

全
て
の
発
行
体
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

Scope3

ま
で
の
開
示
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

Scope3

は
、
例
え
ば
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
チ
ェ
ー

ン
企
業
が
農
場
の
牛
の
ゲ
ッ
プ
ま
で
含
め
る
の
か
、
ど
こ

ま
で
含
め
る
の
か
は
非
常
に
難
し
い
。Scope1

、
２
、

３
と
計
測
は
段
階
的
に
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
求
め
ら
れ

る
も
の
は
登
録
企
業
の
規
模
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は
開
示
や
計
測
の
手

段
で
す
。
今
回
の
開
示
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
（
気
候
関
連
財
務

情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）
提
言
や
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ

ル
の
準
拠
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
使

え
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
準
じ
た
も

の
の
開
示
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
と
い
う
の
は
、

Financial�Stability�Board

（FSB

）
が
設
立
し
た
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
で
、
こ
こ
が
出
し
た
二
○
一
七
年
の
提
言
は

そ
れ
ほ
ど
細
か
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ

ト
コ
ル
は
、
ノ
ン
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
の
研
究
所
等
が
中
心
に

な
っ
て
つ
く
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
計
測
の
手
法
に
関
す
る
も
の

で
す
。
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た
だ
し
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
非
常
に
強
い
批
判
が
ご

ざ
い
ま
す
。
過
去
の
例
で
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅰ
、
Ⅱ
は
二
○
○

八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
る
ぐ
ら
い
ま
で
、

ア
メ
リ
カ
は
、
バ
ー
ゼ
ル
基
準
な
ん
て
我
々
に
は
関
係
な

い
と
い
う
態
度
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
外
部
の
基
準
を
国

内
に
持
っ
て
く
る
こ
と
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
非
常
に

強
い
抵
抗
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
の
会
長
は
、
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
の
マ
イ
ケ

ル
・
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
で
、
事
務
方
の
ト
ッ
プ
が
メ
ア

リ
ー
・
シ
ャ
ピ
ロ
と
い
う
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
委
員
長
経
験
者
で

す
。
メ
ン
バ
ー
に
も
米
系
の
金
融
機
関
が
相
当
入
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
も
、
母
体
に
な
っ
た
ノ

ン
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
の
研
究
所
が
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
あ
り

ま
す
か
ら
、
二
つ
と
も
ア
メ
リ
カ
の
色
が
強
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
そ
れ
で
も
ア
メ
リ
カ
国
内
の
規
制
に
外
部
の
基
準

を
入
れ
る
こ
と
に
は
強
い
批
判
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
提
案
規
則
が
三
対
一
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
賛
成
側
と
反
対
側
の
意
見
の
要
点
を
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

ま
ず
賛
成
側
で
す
。
採
択
直
後
に
ゲ
イ
リ
ー
・
ゲ
ン
ス

ラ
ー
委
員
長
が
出
し
た
声
明
は
、「
投
資
家
が
投
資
判
断

を
行
う
に
あ
た
り
、
気
候
リ
ス
ク
に
関
す
る
信
頼
で
き
る

情
報
を
求
め
て
い
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
後
ほ
ど
お
話
し

す
る
「
重
要
性
の
基
準
」
を
満
た
し
て
い
る
と
い
う
主
張

で
す
。

　

気
候
変
動
リ
ス
ク
の
開
示
を
要
求
す
る
投
資
家
の
総
運

用
資
産
額
は
一
三
○
兆
ド
ル
に
の
ぼ
り
、
国
連
の
責
任
投

資
原
則
に
署
名
す
る
四
○
○
○
超
の
投
資
家
の
多
く
は
米

系
の
投
資
家
で
す
が
、
そ
の
運
用
資
産
額
は
一
二
○
兆
ド

ル
を
超
え
て
い
る
。
ラ
ッ
セ
ル
一
〇
〇
〇
指
数
に
採
用
さ

れ
る
発
行
体
の
約
三
分
の
二
、
同
指
数
の
上
位
五
〇
〇
社

の
九
○
％
が
、
二
○
一
九
年
に
様
々
な
第
三
者
基
準
を
用

い
て
気
候
変
動
リ
ス
ク
情
報
を
含
ん
だ
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
報
告
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
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が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
二
○
一
九
年
と
二
○
二
○
年
に
提
出

さ
れ
た
約
七
○
○
○
の
年
次
報
告
書
に
お
い
て
、
発
行
体

の
三
分
の
一
が
既
に
気
候
変
動
に
関
す
る
何
ら
か
の
開
示

を
実
施
し
て
い
る
と
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
述
べ
て
い
ま
す
。

「
何
ら
か
の
開
示
」
と
い
う
の
は
、「
気
候
」
と
一
言
で
も

入
っ
て
い
れ
ば
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
か
ら
、
内
容
の
大
小

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
バ
イ
デ
ン

政
権
に
と
っ
て
気
候
変
動
対
策
は
政
策
の
重
要
な
柱
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
政
策
に
乗
っ
た
も
の
と
は
一
言

も
言
っ
て
い
な
い
。
ゲ
ン
ス
ラ
ー
委
員
長
が
言
っ
て
い
る

の
は
、
あ
く
ま
で
投
資
家
が
求
め
て
い
る
、
既
に
発
行
体

の
多
く
が
こ
う
い
う
情
報
を
開
示
し
て
い
る
、
だ
か
ら

今
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
情
報
開
示
を
法
定
開
示
と
し
て
入
れ
る
こ

と
は
適
切
で
あ
る
と
の
主
張
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
と
き
た
だ
一
人
の
共
和
党
系
の

委
員
で
あ
っ
た
ピ
ア
ー
ス
委
員
は
、「
我
々
は
証
券
環
境

委
員
会
で
は
な
い
、
少
な
く
と
も
今
の
と
こ
ろ
は
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
声
明
で
非
常
に
強
い
反
対
を
表
明
し
て
い

ま
す
。
重
要
な
規
則
・
規
制
に
関
し
て
採
択
が
分
か
れ
る

こ
と
は
決
し
て
珍
し
く
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
強
い

反
対
の
声
明
は
な
か
な
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ピ
ア
ー
ス
委
員
の
反
対
の
声
明
で
は
、
五
つ
の
根
拠
を

挙
げ
て
い
ま
す
。

　

①�　

既
存
の
規
則
で
重
要
な
気
候
変
動
リ
ス
ク
は
カ

バ
ー
さ
れ
て
い
る
。

　

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
一
九
三
三
年
証
券
法
のRule408

、

一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
のRule12b-20

な
ど
、
重
要

な
事
項
は
開
示
す
べ
き
と
い
う
規
則
が
既
に
あ
る
の
で
、

当
然
な
が
ら
気
候
変
動
リ
ス
ク
も
カ
バ
ー
さ
れ
る
と
い
う

主
張
で
す
。

　

②�　

提
案
規
則
は
「
重
要
性
の
基
準
」
に
反
し
て
い

る
。

　

③�　

比
較
可
能
で
一
貫
性
が
あ
り
信
頼
で
き
る
開
示
に
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は
繋
が
ら
な
い
。

　

④�　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
こ
の
よ
う
な
規
則
を
提
案
す
る
権
限
を

有
し
て
い
な
い
。

　

⑤�　

提
案
規
則
の
コ
ス
ト
を
過
小
評
価
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
②
、
④
、
⑤
は
非
常
に
重
要
な
指
摘
で

す
。「
重
要
性
の
基
準
」、「
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
法
的
権
限
」、「
規

制
の
経
済
分
析
」
に
加
え
、
気
候
変
動
に
関
す
る
「
Ｓ
Ｅ

Ｃ
の
専
門
性
」
は
、
今
回
の
提
案
規
則
で
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
対
処

す
べ
き
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
二
○
二
一
年
九
月
の
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト

リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
の
報
道
を
見
る
と
、
二
○
二
一

年
九
月
時
点
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
はRule408

、Rule12b-20

を

根
拠
と
し
て
、
大
手
の
上
場
会
社
に
対
し
て
、
気
候
変
動

関
連
が
財
務
に
与
え
る
影
響
を
も
っ
と
開
示
し
ろ
と
い
う

レ
タ
ー
を
出
し
て
い
ま
す
。
ピ
ア
ー
ス
が
言
っ
て
い
る
よ

う
に
、
こ
の
時
点
で
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
気
候
関
連
の
重
要
な
情

報
を
開
示
さ
せ
る
権
限
を
既
に
持
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

今
回
の
提
案
規
則
は
必
要
な
い
と
い
う
意
見
も
、
な
る
ほ

ど
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
「
重
要
性
の
基
準
」
と
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ

は
重
要
で
は
な
い
情
報
を
開
示
さ
せ
る
権
限
を
持
っ
て
い

な
い
、
発
行
体
は
重
要
で
な
い
情
報
を
開
示
す
る
義
務
は

な
い
と
い
う
基
準
で
す
。

　

こ
の
「
重
要
性
の
基
準
」
は
、
一
九
七
六
年
の
連
邦
最

高
裁
の
判
決
に
、「
合
理
的
な
投
資
家
が
議
決
権
の
行
使

や
投
資
判
断
を
す
る
際
、
そ
の
情
報
を
重
要
視
す
る
可
能

性
が
か
な
り
高
い
場
合
に
、
そ
の
項
目
は
重
要
で
あ
る
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
難
し
い
判
決
で
、
何
を

も
っ
て
重
要
性
と
い
う
の
か
が
は
っ
き
り
書
い
て
い
な

い
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ま
で
の
判
例
の
積
み
重
ね
等
で
判
断

す
る
わ
け
で
す
が
、
今
回
の
場
合
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
と
っ
て
実

質
的
に
ほ
ぼ
初
め
て
の
領
域
に
対
す
る
規
制
で
、
何
を

も
っ
て
「
重
要
」
と
呼
ぶ
の
か
。
最
終
的
に
は
裁
判
官
が

「
重
要
」
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
の
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で
し
ょ
う
が
、
事
前
に
「
重
要
性
の
基
準
」
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
論
拠
と
す
る
こ
と
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
と
っ
て

は
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

一
九
三
三
年
証
券
法
、
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
に

は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
制
の
制
定
に
関
す
る
権
限
が
書
い
て
あ

り
ま
す
（
図
表
２
）。

　

簡
単
に
言
う
と
、
一
九
三
三
年
証
券
法
第
七
条
八
⒜
⑴

で
は
「
投
資
者
保
護
の
た
め
に
は
」、
一
九
三
四
年
証
券

取
引
所
法
の
第
一
三
条
⒜
（
定
期
的
お
よ
び
そ
の
他
の
報

告
書
）
で
も
、「
投
資
者
の
適
正
な
保
護
お
よ
び
証
券
の

公
正
な
売
買
取
引
の
確
保
の
た
め
」
と
あ
り
ま
す
。
証
券

取
引
に
お
い
て
投
資
者
保
護
を
前
提
と
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ

は
規
則
制
定
の
非
常
に
広
範
な
権
限
を
得
て
い
ま
す
。
こ

の
面
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
は
法
的
な
権
限
が
あ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

重
要
な
の
は
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
証
券
法
、
証
券
取
引

所
法
の
定
め
で
す
。
ピ
ア
ー
ス
委
員
が
指
摘
し
た
よ
う

図表２�　SECの開示規則の制定に関する法的権限
1933年証券法
第7条8(a)(1)（登録届出書の記載情報）
     投資者保護のためには･･･当該発行者または証券について当該記載事項または
     書類を必要としない旨を規則または規制により定めることができる。
第10条（目論見書の記載情報）
     公益または投資者保護のため必要または適当と認められる規則または規制
第19条(a)（特別の権限）
     本法の規定を遂行するため必要な規則および規制を定め、改正しまたは
     廃止する権限を随時持つものとする。

1934年証券取引所法
第3条(b)（定義および適用）
     自己が権限を持つ事項につき、規則および規制により･･･用語を本編の
     規定および目的に資するように定義する権限をもつ。
第12条（証券の登録要件）
第13条(a)（定期的およびその他の報告書）
     登録されている証券の発行者は、投資者の適正な保護および証券の
     公正な売買取引の確保のため、委員会が必要または適当と認めて定める
     規則および規制にしたがって、･･･報告書を委員会に提出しなければならない。
第14条(a)（委任状）
     いかなる者も･･･公益または投資者保護のため必要または適当と認めてSECが定める
     規則および規制に違反して･･･・
第15条(d)（ブローカーおよびディーラーの登録と規制）
     公益または投資者保護のため必要または適当と認めて定める規則および規制に･･･
     公益または投資者保護のため必要または適当とみなす･･･規則および規制により
     定義することができる。
第23条(a)（規則・規制・命令および年次報告書）
     責任を負う本章の規定の実施または本法により与えられた職務の執行に
     必要または適当な規則および規制を制定する権限をもち･･･
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に
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
環
境
を
規
制
す
る
当
局
で
は
な
い
。
証
券

に
関
し
て
は
、
一
九
三
三
年
法
、
一
九
三
四
年
法
で
広
範

な
権
限
を
得
て
い
る
の
で
す
が
、
も
し
こ
れ
が
環
境
規
制

に
な
る
な
ら
ば
、
そ
の
与
え
ら
れ
た
権
限
を
適
用
す
る
こ

と
が
果
た
し
て
可
能
に
な
る
か
と
い
う
議
論
に
な
る
わ
け

で
す
。三

、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
内
容

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
昨
年
三
月
に
規
則
を
提
案
し
、
そ
の
後
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
求
め
ま
し
た
。
通
常
、
規
則
提
案

の
後
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
求
め
て
、
大
体
八
カ
月

か
ら
一
三
カ
月
後
に
最
終
規
則
化
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
が
多

い
。

　

今
回
、
約
一
万
五
〇
〇
〇
と
い
う
非
常
に
多
く
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
集
ま
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
こ
の
コ

メ
ン
ト
を
一
々
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
最
終
規
則
化
に
走
る

わ
け
で
す
。
一
万
五
〇
〇
〇
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
の
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
全
体
の
約
四
分
の
一
が
発
行
体
が

提
出
し
た
コ
メ
ン
ト
で
、
そ
の
ほ
ぼ
半
数
が
提
案
規
則
に

賛
成
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
発
行
体
の

Ｃ
Ｆ
Ｏ
が
賛
成
し
た
比
率
は
四
分
の
一
ぐ
ら
い
だ
そ
う
で

す
。
財
務
担
当
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
非
常
に
大

き
な
問
題
で
す
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
分
析
で
は
、
賛
成
の

比
率
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
投
資
家
で
八
〇
％
以
上
で

す
。
新
た
な
情
報
を
出
し
て
く
れ
る
も
の
に
対
し
て
は
賛

成
が
多
い
。
一
方
で
、
政
治
家
の
賛
成
は
わ
ず
か
二
○
％

強
に
す
ぎ
な
い
。
七
○
％
近
く
が
反
対
の
コ
メ
ン
ト
を
出

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
全
て
の
コ
メ
ン
ト
を
分
析
し
た

結
果
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
コ
メ
ン
ト
を
提
出
す
る
相
手

に
よ
っ
て
は
反
応
が
随
分
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
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一
万
五
〇
〇
〇
の
コ
メ
ン
ト
を
私
も
全
て
読
ん
だ
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
三
つ
に
分
類
し
て
み
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
政
治
的
な
利
害
関
係
が
少
な
い
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の

委
員
長
や
委
員
の
経
験
者
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
政
治
的
な
利
害
関
係
が
一
番
あ
る
連
邦
議

会
の
議
員
か
ら
出
た
コ
メ
ン
ト
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
連
邦
議
会
に
近
い
の
で
す
が
、
州
政
府
か

ら
出
た
コ
メ
ン
ト
で
す
。

　

こ
の
三
分
類
で
一
万
五
〇
〇
〇
の
コ
メ
ン
ト
に
検
索
を

か
け
て
、
そ
の
中
か
ら
代
表
的
な
も
の
を
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。

　

一
番
目
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
委
員
長
や
委
員
の
経
験
者
（
共

和
党
系
）
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。
第
二
三
代
Ｓ
Ｅ
Ｃ
委
員
長

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ
リ
ー
デ
ン
等
は
四
つ
の
点
を
指
摘
し
て

い
ま
す
。

①　

重
要
性
の
基
準
に
つ
い
て

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
こ
れ
ま
で
開
示
を
要
求
し
て
き
た
情
報
は
、

合
理
的
な
投
資
家
が
期
待
す
る
利
益
の
実
現
に
関
わ
る
も

の
で
あ
る
。
今
回
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
開
示
か
ら
、
発
行

体
が
将
来
的
に
負
担
す
る
費
用
を
投
資
家
は
合
理
的
に
予

測
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
可
能
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
提

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
指
摘
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。
投
資
家
は
気
候
変
動
に
関
す
る
情
報
の
開
示
を
歓

迎
す
る
が
、
そ
の
情
報
を
使
っ
て
実
際
に
投
資
家
が
ど
の

よ
う
な
行
動
を
起
こ
す
の
か
、
ど
の
よ
う
な
判
断
に
用
い

る
の
か
は
、
提
案
規
則
か
ら
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

②　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
法
的
権
限
に
つ
い
て

　

今
回
の
提
案
は
環
境
の
規
制
で
あ
り
、
連
邦
議
会
が
Ｓ

Ｅ
Ｃ
に
対
し
て
明
示
的
な
権
限
を
与
え
な
い
限
り
、
Ｓ
Ｅ

Ｃ
の
権
限
外
で
あ
る
。
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③　

専
門
性
の
欠
如
に
つ
い
て

　

基
本
的
に
外
部
の
基
準
を
使
用
し
た
規
則
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
内
部
に
こ
の
外
部
の
基
準

を
き
ち
っ
と
理
解
し
て
い
る
専
門
家
が
ど
れ
ほ
ど
い
る
の

か
と
い
う
疑
問
で
す
。
こ
れ
は
非
常
に
耳
の
痛
い
指
摘
で

す
。
今
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
ス
タ
ッ
フ
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
国
内
で
イ
ン
フ
レ
が
進
ん
で
、
民
間
の
給

与
が
非
常
に
上
が
っ
た
結
果
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
制
や
規
則
を

つ
く
る
中
核
の
ス
タ
ッ
フ
が
流
出
し
て
い
る
こ
と
が
問
題

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
年
間
予
算
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
例
え
ば
八
～
九
％
の
イ
ン
フ
レ
に
合
わ
せ
て
民
間
の

給
料
が
上
が
っ
て
も
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
給
料
は
そ
れ
ほ
ど
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
当
然
な
が
ら
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
ス
タ
ッ

フ
は
よ
り
高
い
給
料
の
と
こ
ろ
に
逃
げ
ま
す
。

④　

規
制
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
内
の
独
立
委
員
会
も
、
今
回
の
提
案
規
則
は
必

要
な
コ
ス
ト
負
担
等
に
関
す
る
分
析
が
足
り
な
い
の
で
は

な
い
か
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
内
の
独
立
委
員
会A

dvisory�Com
m
ittee

は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
制
活
動
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
機

関
で
す
が
、
こ
の
規
制
を
新
た
に
適
用
す
る
と
ど
の
よ
う

な
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
と
コ
ス
ト
負
担
が
生
ま
れ
る
の
か
、
規

制
の
経
済
分
析
の
充
実
を
リ
コ
メ
ン
ド
し
て
い
ま
す
（
図

表
３
）。

　

そ
れ
に
対
す
る
民
主
党
系
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
委
員
長
・
委
員
経

験
者
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
非
常
に

有
名
な
第
二
五
代
委
員
長
の
ア
ー
サ
ー
・
レ
ビ
ッ
ト
が
中

心
に
な
っ
て
コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
規
則
提
案
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
法
的
な
権
限

も
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
あ
る
。
確
か
に
環
境
規
制
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
権
限

外
で
す
が
、
開
示
規
則
が
発
行
体
の
行
動
を
も
変
化
さ
せ

る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
重
要
だ
、
そ
う
い
う
も
の
に
関
し

て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
進
め
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
で
す
。
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次
に
、
連
邦
議
会
議
員
の
提
出
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
で
す
。
こ
れ
も
非
常
に
多
い
の
で
す
が
、
議
員
が
単

独
で
出
し
た
コ
メ
ン
ト
は
省
い
て
、
複
数
名
で
出
し
た
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
だ
け
を
表
に
ま
と
め
ま
し
た
（
図
表

４
）。
例
え
ば
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
と
か
、
バ
ー

ナ
ー
ド
・
サ
ン
ダ
ー
ス
と
い
う
民
主
党
左
派
系
の
議
員
が

中
心
と
な
り
何
本
も
コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
テ
ィ
ム
・
ス
コ
ッ
ト
、
マ
イ
ク
・
ク
ラ
ポ
、
パ
ト

リ
ッ
ク
・
マ
ク
ヘ
ン
リ
ー
と
い
う
、
重
鎮
と
呼
ば
れ
る
共

和
党
系
議
員
か
ら
も
複
数
の
コ
メ
ン
ト
が
出
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
共
和
党
系
連
邦
議
会
議
員
が
出
し
た
コ
メ
ン

ト
を
二
つ
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

①
上
院
は
今
、
民
主
党
が
多
数
党
で
す
。
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
と
な
っ
て
い
る
共
和
党
の
上
院
銀
行
委
員
会
の
ラ
ン

キ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
の
テ
ィ
ム
・
ス
コ
ッ
ト
議
員
は
、
昨

晩
、
次
の
大
統
領
選
挙
に
出
馬
す
る
と
表
明
し
て
い
ま
す

か
ら
、
共
和
党
の
中
で
も
中
心
に
な
っ
て
い
く
議
員
で

図表３�　SEC�Small�Business�Capital�Formation�Advisory�Committee
のリコメンド

（注）�　EGCはJOBS法により新設されたカテゴリー。

　　　　　　　　（委員会は2022年5月6日に開催、リコメンドは7月13日に公開）
1. 提案規則が中小の公開会社や非公開会社に与える影響を含む、
 より詳細なコスト・ベネフィット（費用便益）分析を提供すべき。
2. Smaller Reporting Companiesと共に、Emerging Growth Companies（注）
に対するコンプライアンスの要求規模を縮小させるか遅延させる必要。

3. Scope3排出量の開示の責任に関するセーフハーバーを拡大し、
全ての気候関連開示を対象とすべき。

4. コストと負担が大きく、また報告を遅らせるため、証明書の要求は廃止すべき。
5. 情報はファイリング（SECの精査が伴う）ではなく、提出（furnish）とすべき。
6. 特定の業種向けに要件を調整すべき。
7. 気候変動開示は、企業の年次報告書であるForm 10-Kに間に合わない可能性がある。
そのためファイリングのタイミングを見直すべき。

8. 新規則の導入期間をより長期とし、より小規模の会社が移行、導入作業、
新たな要求への遵守のための時間をより多く確保できるようにする。
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す
。
そ
の
ほ
か
、
銀
行
委
員
会
委
員
長
経
験
者
で
、
現
在

は
同
委
員
を
兼
ね
て
い
る
マ
イ
ク
・
ク
ラ
ポ
議
員
、
二
○

一
六
年
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
と
共
和
党
の
代
表
争
い

で
負
け
た
テ
ッ
ド
・
ク
ル
ー
ズ
等
、
三
二
名
の
共
和
党
議

員
が
署
名
し
た
コ
メ
ン
ト
の
中
で
は
、Scope3

の
開
示

に
対
す
る
懸
念
を
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
規
制
の
経
済

分
析
が
き
ち
っ
と
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
が
出
て
い
ま
す
。

　

②
現
下
院
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
の
マ
ク
ヘ
ン
リ
ー

委
員
長
を
初
め
と
す
る
一
三
一
人
の
共
和
党
下
院
議
員
が

署
名
を
し
た
コ
メ
ン
ト
は
、
提
案
さ
れ
た
規
則
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ

の
法
的
権
限
を
超
え
て
い
る
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
気
候
政
策
を
行

う
機
関
で
は
な
く
、
気
候
変
動
に
対
す
る
発
行
体
の
戦
略

を
決
定
さ
せ
る
機
関
で
も
な
い
と
い
う
非
常
に
強
い
批
判

で
す
。

　

民
主
党
議
員
か
ら
は
、
逆
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
を
擁
護
す
る
コ
メ

ン
ト
が
出
て
い
ま
す
。

図表４�　連邦議会議員が提出した主なパブリックコメント
署名有力議員 署名人数

2022年 3月15日 民主党上院議員 エリザベス・ウォーレン 8
バーナード・サンダース

4月5日 共和党上院議員 ティム・スコット 19
マイク・クラポ

6月10日 共和党上院議員 ティム・スコット 32
6月15日 共和党下院議員 パトリック・マクヘンリー 131
6月15日 共和党上院議員 パット・ムーニー 12

リチャード・シェルビー
6月17日 民主党上院議員 ジャック・リード 5

シェッド・ブラウン
6月17日 民主党上院議員 エリザベス・ウォーレン 5

バーナード・サンダース
6月17日 民主党上院議員 シェッド・ブラウン 8

エリザベス・ウォーレン
6月28日 民主党下院議員 ニディア・ベラスケス 133
12月15日 共和党下院議員 ステファニー・バイス 17

2023年 3月5日 民主党上院・下院議員 エリザベス・ウォーレン 51
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③
提
案
規
則
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
権
限
の
範
囲
内
で
あ
る
。
投

資
家
は
、
比
較
可
能
で
、
具
体
的
・
標
準
化
さ
れ
た
気
候

関
連
情
報
の
開
示
を
必
要
と
し
て
い
る
。

　

④
比
較
可
能
な
情
報
を
投
資
家
は
求
め
て
い
る
が
、

Scope3

に
関
し
て
は
問
題
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
の
設
定
を
も
う
一
度
考
え
直
し
て
く
れ

と
い
う
要
望
で
す
。

　

共
和
党
系
は
総
じ
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
そ
の
権
限
は
な
い
、
民

主
党
系
は
逆
に
そ
の
権
限
が
あ
る
の
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
こ
の

ま
ま
進
め
ろ
と
い
う
意
見
で
、
連
邦
議
会
議
員
も
真
っ
向

か
ら
分
か
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

た
だ
し
少
し
遡
る
と
、
民
主
党
議
員
が
二
○
一
九
年
七

月
に
「Clim
ate�Risk�D

isclosure�A
ct

」
と
い
う
法
案

を
提
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
は
ト
ラ
ン
プ
が
大
統
領

で
し
た
か
ら
、
廃
案
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
案
は
下

院
の
カ
ス
テ
ン
議
員
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、
当
時
の
民

主
党
の
下
院
議
員
二
三
五
人
の
う
ち
、
三
五
名
が
共
同
ス

ポ
ン
サ
ー
と
し
て
署
名
し
た
法
案
で
す
。

　

こ
れ
は
、
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
の
一
三
条
に
、

「
⒮
気
候
変
動
に
関
連
す
る
情
報
開
示
」
を
追
加
し
、
新

た
に
定
め
る
規
則
に
従
い
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
発
行
体
が
気
候
変

動
リ
ス
ク
に
関
連
す
る
情
報
を
年
次
報
告
書
に
記
載
す
る

こ
と
を
求
め
る
権
限
を
与
え
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
環
境
保
護
庁
を
初
め
と
す
る
七
つ
の

公
的
な
専
門
機
関
と
の
協
議
を
踏
ま
え
て
規
則
を
作
成
し

ろ
と
命
じ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
専
門
性
の
担
保
で
す
。

こ
の
内
容
は
今
回
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
提
案
規
則
と
よ
く
似
て
い

ま
す
。

　

こ
の
法
案
を
見
る
と
、
今
は
民
主
党
の
連
邦
議
員
は
総

じ
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
法
的
権
限
を
持
っ
て
い
る
と
言
っ
て
お
き

な
が
ら
、
二
○
一
九
年
の
時
点
で
は
、
連
邦
法
に
よ
る
権

限
を
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

二
〇
二
一
年
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
も
と
で
こ
の
二
○
一
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九
年
の
法
案
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
法
案
が
下
院
に
再
度
提

案
さ
れ
、
同
時
に
、
上
院
で
も
同
じ
名
前
の
法
案
が
提
案

さ
れ
て
い
ま
す
。
上
院
の
法
案
で
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
た

の
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
で
、
彼
女
は
今
回
は
Ｓ

Ｅ
Ｃ
に
権
限
が
あ
る
と
非
常
に
強
く
言
っ
て
い
ま
す
が
、

Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
権
限
を
与
え
る
法
案
を
か
つ
て
は
提
案
し
て
い

た
の
で
す
。

　

最
後
に
、
州
政
府
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。
共
和
党
寄
り
の

州
（
レ
ッ
ド
ス
テ
ー
ト
）
か
ら
は
、
州
知
事
も
幾
つ
か
コ

メ
ン
ト
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
専
門
性
が
よ
り
高
い
司
法

長
官
の
コ
メ
ン
ト
を
選
ん
で
い
ま
す
。

①　

共
和
党
系
二
四
州
の
司
法
長
官

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
法
的
権
限
を
欠
い
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

合
衆
国
憲
法
の
補
正
第
一
条
が
認
め
る
言
論
出
版
の
自
由

も
侵
害
し
て
い
る
。
特
にScope3

の
開
示
に
対
し
て
は
、

非
常
に
強
い
批
判
が
出
て
い
ま
す
。

②　

テ
キ
サ
ス
州
な
ど
一
一
州
の
司
法
長
官

　

今
回
の
提
案
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
専
門
性
を
超
え
て
い
る
、
権

限
拡
大
に
は
連
邦
議
会
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
、
そ
も
そ

も
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
規
制
は
環
境
保
護
庁
の
任
務
で
あ
り
、

Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
任
務
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

③　

ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
な
ど
二
四
州
の
司
法
長
官

　

連
邦
最
高
裁
の
判
例
を
引
用
し
て
、
裁
判
所
は
、
そ
の

よ
う
な
重
要
な
問
題
を
決
定
す
る
権
限
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
で
は
な

く
、
連
邦
議
会
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
と
い
う
指

摘
を
し
て
い
ま
す
。

④　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
な
ど
二
四
州
の
司
法
長
官

　

そ
れ
に
対
し
て
、
民
主
党
寄
り
の
州
（
ブ
ル
ー
ス
テ
ー

ト
）
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
な
ど
の
司
法
長
官
が
出
し
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
権
限
内
で
あ

り
、
投
資
家
が
意
思
決
定
の
た
め
に
必
要
な
情
報
で
あ
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る
、
強
制
的
な
開
示
制
度
が
な
い
た
め
、
投
資
家
は
様
々

な
情
報
源
か
ら
気
候
関
連
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
に
な

り
、
企
業
を
有
意
義
に
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。

　

発
行
体
は
既
に
か
な
り
の
情
報
を
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
で
出

し
て
い
ま
す
が
、
バ
ラ
バ
ラ
な
の
で
、
投
資
家
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ

の
格
付
や
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
使
っ
て
い
ま
す
。
今
出
て
い

る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
格
付
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
情
報
は
そ
れ

ほ
ど
信
用
性
が
な
い
た
め
、
法
定
開
示
の
も
と
で
基
準
化

さ
れ
た
情
報
を
発
行
体
が
責
任
を
持
っ
て
出
す
こ
と
が
重

要
だ
と
指
摘
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
が
環
境
保
護
庁
を
相
手
に
起

こ
し
た
裁
判
の
連
邦
最
高
裁
の
判
決
が
、
昨
年
六
月
に
出

て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
に
お
い
て
、
電
力

プ
ラ
ン
ト
、
発
電
所
に
対
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
の
削
減
を
求

め
た
規
制
に
対
し
て
、
連
邦
議
会
に
よ
る
明
確
な
権
限
の

承
認
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
、
環
境
保
護
庁
の
規
制

は
無
効
だ
と
い
う
判
決
で
す
。

　

一
九
八
四
年
に
シ
ェ
ブ
ロ
ン
判
決
と
い
う
連
邦
最
高
裁

の
有
名
な
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。
連
邦
議
会
は
当
局
に
比

べ
て
専
門
性
が
あ
ま
り
な
い
の
だ
か
ら
、
専
門
分
野
に
関

し
て
は
当
局
の
判
断
を
重
視
す
る
と
い
う
判
決
で
す
。
た

だ
し
、
経
済
的
・
政
治
的
に
見
て
重
要
で
あ
る
場
合
に

は
、
当
局
で
な
く
連
邦
議
会
が
、
そ
の
許
可
が
必
要
で
あ

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
べ
き
だ
と
い
う
「
シ
ェ
ブ
ロ
ン
法

理
の
重
要
問
題
特
例
」
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
六
月
の
Ｅ
Ｐ

Ａ
の
敗
訴
に
関
し
て
は
、
そ
の
特
例
が
認
め
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

少
し
脱
線
し
ま
す
が
、
ト
ラ
ン
プ
時
代
に
連
邦
裁
判
所

の
判
事
の
指
名
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
ニ
ー
ル
・

ゴ
ー
サ
ッ
チ
と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
判

事
を
ト
ラ
ン
プ
が
連
邦
裁
の
新
た
な
判
事
に
指
名
し
ま
し

た
。
ゴ
ー
サ
ッ
チ
は
、
一
九
八
四
年
の
シ
ェ
ブ
ロ
ン
判
決

に
対
し
て
非
常
に
否
定
的
で
す
。
連
邦
裁
判
所
は
共
和
党
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系
の
判
事
が
多
く
な
っ
て
い
て
、
ゴ
ー
サ
ッ
チ
が
入
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
当
局
の
判
断
を
重
視
す
る
と
い
う
一
九

八
四
年
の
判
決
の
効
果
が
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
五
月
に

は
、
漁
業
関
係
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
高
裁
で
八
四
年
の

シ
ェ
ブ
ロ
ン
判
決
の
地
位
を
相
対
的
に
落
と
す
よ
う
な
判

決
も
出
て
い
ま
す
。

　

も
し
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
最
終
規
則
化
を
し
た
場
合
、
当
然
な
が

ら
裁
判
を
起
こ
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
連
邦
裁
ま
で

行
っ
た
と
き
に
負
け
る
可
能
性
が
非
常
に
強
ま
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

四
、
混
迷

　

だ
ん
だ
ん
混
迷
に
迫
る
話
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
独
立
し
た
規
制
当
局
で
す
。
も
ち
ろ
ん
過
度

の
干
渉
を
防
ぐ
た
め
の
独
立
性
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
共

和
党
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
握
っ
て
い
る
下
院
金
融
サ
ー
ビ

ス
委
員
会
か
ら
は
強
い
圧
力
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
二
月
、
下
院
金
融
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
の
マ
ク
ヘ
ン

リ
ー
委
員
長
は
、
委
員
会
内
に
共
和
党
議
員
の
み
で
構
成

さ
れ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置
を
表
明
し

ま
し
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
気
候
変
動
開
示
規
則
を
行
き
過
ぎ
た

規
制
の
典
型
例
と
し
て
挙
げ
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
対
す
る
包
括

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
開
発
を
活
動
の
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
具
体
的
な
活
動
実
績
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
、
マ
ク
ヘ
ン
リ
ー
委
員

長
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
率
い
る
下
院
議

員
と
と
も
に
、
七
つ
の
質
問
項
目
を
含
ん
だ
レ
タ
ー
を
ゲ

イ
リ
ー
・
ゲ
ン
ス
ラ
ー
Ｓ
Ｅ
Ｃ
委
員
長
に
送
っ
て
い
ま
す

（
図
表
５
）。

　

そ
の
う
ち
の
三
項
目
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
専
門
性
に
関
す
る

質
問
で
す
。
今
回
の
提
案
規
則
を
つ
く
っ
た
と
き
に
、
Ｓ

Ｅ
Ｃ
は
、
気
候
・
環
境
等
の
専
門
機
関
と
ど
れ
ぐ
ら
い
コ
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ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
の
か
。
実
際
、
提
案
規
則
の
中

に
は
、
環
境
保
護
庁
の
名
前
は
出
て
き
ま
す
が
、
重
要
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
と
い
う
記
録
は
残
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
こ
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
使
命
と
権
限
の
範
囲
を
逸
脱
し

て
い
る
行
為
で
あ
る
と
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
対
し
て
強
い
意
見
を

表
明
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
最
終
規
則
ま
で
に
検
討
す
べ
き
課
題
を
三
つ

に
ま
と
め
ま
し
た
。

①　

法
的
権
限

　

重
要
性
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
の
か
。
確
か
に
投
資

家
は
必
要
と
し
て
い
ま
す
が
、
投
資
家
の
行
動
選
択
に

と
っ
て
、
特
に
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
開
示
が
真
に
重
要
な
の

か
。
ま
た
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
気
候
変
動
対
策
の
一
環
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
は
環
境
規
制
の
権
限
が
な

い
。
環
境
規
制
と
の
棲
み
分
け
を
ど
う
や
っ
て
説
明
す
る

の
か
と
い
う
こ
と
は
提
案
規
則
の
中
で
も
想
定
し
て
い
ま

図表５�　共和党議員がゲンスラー委員長に宛てたレターの質問項目（2023年
２月22日）

✓マクヘンリー委員長等は、このレターにおいて、「裁判所は、Major Ques�ons Doctrine の下、
政府機関はその行為に対して明確な議会の承認を示さなければならず、単に既存の法律の
新しい解釈を作り、議会の意図しない遠大な政策変更を正当化することはできないと判示してい
る」「このような規則制定プロセスの乱用や、立法プロセスを回避しようとする露骨な党派的努力
は、SECの使命と権限の範囲を逸脱している」と上記の裁判結果を引用して書いている。

1. エネルギー価格等に与える影響について。
2. 合衆国憲法補正第1条の言論出版の自由に照らして、言論の強制にあたるのでは。

SECはどのような対処を行っているのか。
3. 他の連邦機関や非政府組織とどのような調整を行ったか。
4. 大統領府の気候政策室（White House Climate Policy Office）等とどのような調整を行ったのか。
5. 提案規則に関するSECの法的権限について法的助言を受けた、もしくは検討をしたのか。
6. 提案規則の作成に携わったSECの職員
7. SECオフィサーまたは職員が、提案されている気候変動開示規則に関連する業務を民間や
 非政府組織で行ったことがあるのか。
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せ
ん
。

②　

専
門
性

　

環
境
保
護
庁
等
の
専
門
機
関
の
協
議
と
情
報
交
換
制
度

の
活
用
は
き
ち
っ
と
し
て
い
る
の
か
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
内
部
に

専
門
的
な
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
Ｔ
Ｃ

Ｆ
Ｄ
の
提
言
等
の
外
部
基
準
の
使
用
は
果
た
し
て
適
切
で

あ
る
の
か
。
例
え
ば
外
部
基
準
が
変
わ
っ
た
と
き
に
Ｓ
Ｅ

Ｃ
内
の
規
則
が
変
わ
る
の
か
、
運
用
を
ど
う
す
る
の
か
、

そ
も
そ
も
そ
の
基
準
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

③　

規
制
の
経
済
分
析

　

提
案
規
則
の
中
で
も
経
済
分
析
は
行
わ
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
今
回
の
提
案
規
則
で
見
積
も
っ
た
総
コ

ス
ト
は
、
初
年
度
が
六
四
万
ド
ル
、
以
降
は
年
に
五
三
万

ド
ル
で
す
。
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙

に
よ
る
と
、
民
間
の
コ
ン
サ
ル
会
社
の
調
査
で
は
、
現
時

点
で
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
開
示
で
も
五
三
・
三
万
ド
ル
の
コ

ス
ト
が
生
じ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
見
積
も
り
は
甘
す
ぎ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
ほ
か
、
規
格
化
さ
れ
た
情
報
開
示
を
活
用
し
て
投

資
家
が
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
行
動
を
変
化
さ
せ
る
の
か

を
考
慮
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
発
行
体
に
と
っ
て
の

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
部
分
で
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
情
報

を
開
示
す
る
発
行
体
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
期
待
さ
れ
る

の
か
。
特
に
ア
メ
リ
カ
は
、
い
わ
ゆ
る
上
場
会
社
数
が
低

迷
し
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
エ

ン
ロ
ン
事
件
の
後
の
サ
ー
ベ
ン
ス
・
オ
ッ
ク
ス
レ
ー
法
で

上
場
時
の
コ
ス
ト
が
相
当
増
え
て
お
り
、
オ
バ
マ
時
代
に

Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｓ
法
で
、
そ
の
軽
減
を
は
か
り
ま
し
た
が
、
上
場

会
社
数
は
そ
れ
ほ
ど
増
え
て
い
な
い
。
今
回
の
規
制
を
入

れ
る
な
ら
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
上
場
会
社
数
の
低
迷
問
題

を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
と
い
う
指
摘
も
も
っ
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と
も
で
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
反
応
と
対
応
（
混
迷
）
で
す
。

　

今
年
の
二
月
三
日
の
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
に
よ
る
と
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
気
候
変
動
関
連
の

開
示
規
則
を
見
直
す
模
様
で
す
。
二
月
一
○
日
の
Ｃ
Ｎ
Ｂ

Ｃ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
ゲ
イ
リ
ー
・
ゲ
ン
ス
ラ
ー
委
員

長
は
、「
提
案
規
則
を
経
済
学
的
に
考
慮
し
、
ま
た
指
摘

さ
れ
た
法
的
権
限
に
つ
い
て
も
考
慮
し
、
す
べ
て
を
見
直

す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
の
二
月
一
○
日
は
、
下

院
で
Ｅ
Ｓ
Ｇ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
と
い
う
表

明
が
あ
っ
た
日
で
す
。

　

そ
し
て
三
月
、
同
じ
く
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

ゲ
ン
ス
ラ
ー
委
員
長
は
、「
特
にScope3

の
排
出
量
を
計

上
し
て
い
る
企
業
は
非
常
に
少
な
く
、
ま
た
、
そ
の
検
出

方
法
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
出
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
規
制
が
後
退
し
て
い
る
と
捉
え
る
の

か
、
現
実
的
な
と
こ
ろ
を
踏
ま
え
て
い
る
と
い
う
の
か
、

意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
四
月
の
下
院
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
で
の
証
言
に
お

い
て
も
、
ゲ
ン
ス
ラ
ー
委
員
長
は
「
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
公
開
企

業
に
よ
る
重
要
な
リ
ス
ク
の
開
示
に
関
し
て
、
完
全
、
公

正
、
か
つ
真
実
を
確
保
す
る
こ
と
に
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
昨
年
一
二
月
に
採
択
の
予
定
だ
っ
た
最
終
規
則

は
四
月
に
延
び
て
、
混
迷
に
混
迷
を
極
め
て
、
さ
ら
に
今

秋
に
延
び
た
。
通
常
は
八
カ
月
か
ら
一
三
カ
月
で
最
終
規

則
化
さ
れ
る
と
最
初
に
述
べ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
は
る
か

に
超
え
る
期
間
が
費
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
の
ア
ン
チ
Ｅ
Ｇ
Ｓ
の
広
が

り
（
混
迷
）
で
す
。

　

昨
年
一
二
月
に
、
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
ン
が
投
資
決
定
を
行
う
際

に
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
因
を
考
慮
す
る
よ
う
に
労
働
省
が
求
め
た

規
則
に
対
し
て
、
連
邦
議
会
の
上
院
並
び
に
下
院
が
、
そ

の
規
則
を
差
し
止
め
る
両
院
合
同
決
議
を
採
択
し
て
い
ま
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す
。
上
院
は
ま
だ
民
主
党
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
す
が
、
民

主
党
か
ら
も
三
人
ほ
ど
賛
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
三
人

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
が
多
い
州
の
出
身
で
す
。
バ

イ
デ
ン
大
統
領
は
こ
れ
に
対
し
て
拒
否
権
を
発
動
し
、
労

働
省
の
規
則
が
そ
の
ま
ま
生
き
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
非

常
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
で
す
。
今
年
の
一
月
に

は
、
テ
キ
サ
ス
州
を
初
め
二
五
の
州
が
労
働
省
の
新
規
則

差
し
止
め
を
求
め
て
提
訴
し
、
ま
だ
判
決
が
出
て
い
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
五
月
二
日
に
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
が
包
括
的
な
反

Ｅ
Ｓ
Ｇ
法
（
州
法
）
を
制
定
し
て
い
ま
す
。
州
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ

債
の
発
行
禁
止
、
州
の
年
金
基
金
の
リ
タ
ー
ン
優
先
、
Ｅ

Ｓ
Ｇ
を
考
慮
し
た
投
資
判
断
の
禁
止
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
ス
コ
ア
等

の
発
行
企
業
と
州
と
の
契
約
禁
止
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
標
榜
す
る

銀
行
に
資
金
を
預
け
な
い
な
ど
、
非
常
に
極
端
な
内
容
で

す
。
一
七
～
一
八
の
州
が
同
じ
よ
う
な
州
法
を
導
入
す
る

の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
フ
ロ
リ
ダ
州
や
テ
キ
サ
ス
州
で
は
、
公
務

員
年
金
の
運
用
利
益
を
最
優
先
に
定
め
ろ
と
、
資
産
運
用

会
社
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
牽
制
し
て
お
り
、
バ
ン
ガ
ー
ド
社

は
、
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
うN

et�

Zero�A
sset�M

anagers�Initiative

か
ら
の
脱
退
を
表

明
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
核
に
な
っ
て
い
る
ブ
ラ
ッ
ク

ロ
ッ
ク
も
、
こ
の
間
の
「
株
主
へ
の
手
紙
」
を
見
る
と
、

N
et�Zero

に
関
し
て
は
随
分
ト
ー
ン
が
落
ち
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
報
告
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
昨
年
の
三
月
に
提
案
し
た

気
候
変
動
関
連
の
情
報
開
示
を
も
と
に
し
て
、
そ
れ
を
新

た
な
領
域
で
行
う
た
め
に
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
非
常
に
慎
重
な

ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
れ

と
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
政
治
的
な
混
乱
が
進
行

し
、
こ
の
規
則
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
が
混
迷

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）
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○
増
井
理
事
長　

御
報
告
を
聞
い
て
い
ま
す
と
、
ま
す
ま

す
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
感
じ
も
し
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
実
態
が
本
当
に
混
迷
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
、
あ
り
あ
り
と
わ
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
御
質
問
あ
る
い
は
御
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

○
質
問
者
Ａ　

ア
メ
リ
カ
で
は
ま
た
大
統
領
選
が
あ
り
ま

す
。
共
和
党
の
大
統
領
に
な
っ
た
ら
、
ま
た
ひ
っ
く
り
返

す
み
た
い
な
こ
と
が
あ
る
の
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ロ
ッ
ク
な
ど

は
、
状
況
を
見
な
が
ら
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

も
う
一
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
こ
れ
だ
け
気
候
変
動
の
規

制
が
入
っ
て
き
て
い
る
と
、
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

輸
出
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
重
要
性
を
満
た
さ
な
い
と
い
う
立
論
に
は
相
当

無
理
が
あ
る
よ
う
な
気
も
す
る
の
で
す
が
、
い
か
が
で
す

か
。

○
若
園　

も
と
も
と
共
和
党
は
気
候
変
動
関
連
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
例
え
ば
フ
ロ
リ
ダ
州
の
デ
サ
ン

テ
ィ
ス
な
ど
は
か
な
り
強
硬
で
、「
理
性
の
あ
る
ト
ラ
ン

プ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
フ
ロ
リ
ダ
州
で
は
ハ
リ

ケ
ー
ン
な
ど
が
非
常
に
増
え
て
い
て
、
実
害
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
が
大
統
領
時
代
、
政
府
か
ら
提

出
さ
れ
た
気
候
変
動
に
関
す
る
報
告
書
を
読
ん
で
、「
私

は
信
じ
な
い
」
と
言
っ
た
。
こ
れ
は
極
端
な
話
で
、
共
和

党
系
の
議
員
も
気
候
変
動
に
対
す
る
対
策
は
必
要
だ
が
、

民
主
党
の
特
に
左
派
系
議
員
が
言
っ
て
い
る
よ
う
な
極
端

な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
大
統
領
選
挙
で
共
和
党
が
大
統
領
職
を
と
っ
た
と

し
て
、
ト
ラ
ン
プ
の
よ
う
に
ま
た
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
す

る
と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
で
も
、
誰

が
大
統
領
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
ト
ラ
ン
プ
が

な
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
い
出
す
で
し
ょ
う
。
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各
州
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
優
先
さ
せ
る
よ
う
な
運
用
に
州
関
連

の
お
金
を
任
せ
な
い
、
年
金
の
運
用
は
リ
タ
ー
ン
を
最
優

先
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
は
一
理
あ
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
会
社
法
に
は
、
長
期
的
に
見
て
会
社
の
取

締
役
会
は
企
業
価
値
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
義
務
で
あ

る
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
現
実
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
係
を
実
行

す
れ
ば
コ
ス
ト
は
確
実
に
か
か
る
の
で
、
そ
れ
が
リ
タ
ー

ン
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ

で
ブ
ラ
ッ
ク
ロ
ッ
ク
の
よ
う
な
運
用
会
社
が
ど
う
考
え
る

か
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
環
境
を
少
し
で
も
出
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ

ろ
に
は
資
金
を
任
せ
な
い
と
い
う
バ
ン
ガ
ー
ド
社
の
対
応

が
正
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
そ
う
で
は
な
く
て
、

そ
こ
の
州
の
運
用
を
諦
め
る
の
が
正
し
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

国
際
的
に
ど
う
な
の
か
と
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
が

気
候
変
動
関
係
を
一
切
無
視
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
わ
け
で
す
。
現
実
的
に
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
で
き
て
い

ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
ガ
ラ
ッ
と
崩
す
こ
と
も
で
き
な
い
。

実
際
に
は
、
気
候
変
動
対
策
は
進
め
て
い
か
ざ
る
を
得
な

い
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
ヘ
ク
タ
ー
・
ピ
ア
ー
ス
が
言
っ
て
い
る
よ
う

に
、
今
あ
る
も
の
で
も
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
の
が
一
点
。
も
う
一
つ
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
で
出
す
こ

と
で
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
を
法
定
開
示
に

す
る
の
が
い
い
の
か
、
企
業
が
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
で
い
い
情

報
を
出
す
よ
う
に
仕
向
け
て
い
く
ほ
う
が
い
い
の
か
。
難

し
い
の
は
、
そ
う
い
っ
た
議
論
の
熟
成
が
進
ん
で
い
な
く

て
、
た
だ
対
立
だ
け
が
目
立
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
こ
う
い
う
も
の
に
政
治
を
持
ち
込
む
べ
き
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
の
で
、「
混
迷
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

○
質
問
者
Ｂ　

米
国
で
特
に
ア
ン
チ
Ｅ
Ｓ
Ｇ
が
強
い
動
き

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
欧
州
と
比
べ
る
と
、
か
な
り
違
っ

た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
単
に
共
和
党
と
民
主
党

と
の
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
対
立
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
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シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
と
か
パ
ッ
シ
ブ
フ
ュ
エ
ル
で
利
益
を
得
て

い
る
階
層
が
多
い
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
か
な
と
思
う

の
で
す
が
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
何
か
御
意
見
を
お
持
ち

で
し
ょ
う
か
。

○
若
園　

例
え
ば
テ
キ
サ
ス
州
は
原
油
関
係
の
企
業
が
非

常
に
多
い
で
す
か
ら
、
そ
の
州
の
産
業
と
密
接
な
関
係
が

あ
り
ま
す
。
両
院
合
同
決
議
で
民
主
党
か
ら
離
反
し
た
う

ち
の
一
人
は
、
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
選
出
の
上
院
議

員
で
す
。
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
、
全
米
五
○
州
の

下
か
ら
二
番
目
か
三
番
目
ぐ
ら
い
の
経
済
規
模
で
、
一
人

当
た
り
の
所
得
も
少
な
い
、
東
部
の
非
常
に
小
さ
な
州
で

す
。
主
要
産
業
は
石
炭
と
、
石
炭
を
用
い
て
発
電
し
た
電

力
を
他
州
に
売
る
こ
と
で
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
重
視
し
て
主
要

産
業
へ
の
投
資
が
減
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
、
州
の
産

業
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

気
候
変
動
を
一
・
五
度
に
お
さ
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
の
は
皆
が
納
得
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
個
別

の
地
域
を
見
て
い
く
と
、
そ
れ
に
対
応
で
き
な
い
と
こ
ろ

が
当
然
あ
る
。
そ
こ
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
は
、
こ
れ
に

反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
早
急
な
気
候
変
動
の
対

策
を
す
る
と
、
や
は
り
い
ろ
ん
な
問
題
が
出
て
く
る
。
共

和
党
系
の
議
員
は
、
民
主
党
系
左
派
が
言
う
ほ
ど
深
刻
で

も
な
い
し
、
そ
れ
ほ
ど
急
ぐ
べ
き
問
題
で
も
な
い
と
い
う

言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
対
策
に
よ
っ
て
不
利
益
を
こ
う
む
る
産
業
と

か
州
の
経
済
構
造
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
く
か
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
広
げ
て
話
を
し
な
い
と
だ
め
な
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
制
は
そ
こ
ま
で
は
入
り
ま
せ
ん

か
ら
、
そ
れ
だ
け
を
と
る
と
、
ど
う
し
て
も
反
対
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

○
増
井
理
事
長　

こ
の
あ
た
り
で
「
資
本
市
場
を
考
え
る

会
」
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
の
問
題
が
、
特
に
ア
メ
リ
カ
で
今
後
ど
う
な

る
か
。
先
行
き
を
見
通
す
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
い
状
況
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で
、
今
日
は
認
識
を
新
た
に
し
た
と
い
う
感
じ
が
い
た
し

ま
す
。
若
園
さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）（

わ
か
ぞ
の　

ち
あ
き
・
日
本
証
券
経
済
研
究
所
主
席
研
究
員
）

�
（
本
稿
は
、
令
和
五
年
五
月
二
三
日
に
開
催
し
た

講
演
会
で
の
要
旨
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
）
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